
（別紙３）

～ R8年　2月　12日

（対象者数） 14 （回答者数） 13

～ R8年　2月　12日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

新しい利用者、利用者の成⾧、発達段階に合わせて再構造化
を行う。
職員研修等を通じて職員のスキルアップを行う

2

引き続き対応していく

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

活動内容を工夫する

2

3

○事業所名 さくらプラス

○保護者評価実施期間 2026年　1月　19日

○保護者評価有効回答数

R8年　1月　19日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　2月　12日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域交流が少ない 公園等への外出は行っているが、地域住民との交流は少ない

構造化された環境 活動内容の提示や活動スペースが利用者に合わせて構造化され
ている

送迎等の柔軟な対応 保護者の希望場所や時間等に対応出来ている

事業所における自己評価総括表公表


